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6．むすび
『御名』はキリスト教の釈義本ではあるが、信者が実践するべき行為を説く
ためのものではなく、聖書に込められた神の意図、特にキリストの誕生が意味
するものを読み解こうとする書である。神秘主義が神との合一を目指し、自ら
の体験によって自然と霊魂を探求する営みであるとしたら、『御名』はキリスト
の誕生の意味を見いだすために、聖書を中心に書物を渉猟した成果とでも言え
るだろう。聖書などの文献の渉猟はエラスムスとも共通する手法である。同時
にフライ・ルイス・デ・レオンは、同じ人文主義者としての素養と持ちながら
もエラスムスとは違う方向へ向かい、趣の異なる書を著している。
フライ・ルイス・デ・レオンの思想は、キリスト中心主義と言われる。キリ
ストを中心に据えた信仰はすでに「新しい敬虔」に見られ、エラスムスにして
も、サンタ・テレサやサン・フアンなどの神秘主義者にしても、キリストは重
要な役割を担っている。しかしエラスムスが信者たちの行動規範としてのキリ
ストに、スペイン神秘主義者たちが追い求めるべき霊魂の伴侶としてのキリス
トに重点を置いているのに対して、フライ・ルイス・デ・レオンの『御名』で
は神と人間、そして万物を結びつける要として存在するキリストがさまざまな
角度から論じられている。
そうして描かれる『御名』の壮大な世界観は、スペイン神秘主義における観
想の境地に通じるような、高い精神性を感じさせる。しかしそれは同時に実感
しえない恩寵への、フライ・ルイス・デ・レオンの希求の顕れと言えるのかも
しれない。
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